
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中関地区人口 １０月末現在 

男  性 ６，３０５人 

女  性 ６，００２人 

合  計１２，３０７人 

世帯数  ６，４４５ 

令和６年１１月 
公民館だより 

１１月１０日(日)、中関塩浜太鼓の重厚な音で始まった令和６年度「中関ふれあ
い祭り」。中関小学校グラウンド、体育館は朝早くから多くの人々でにぎわい、こ
れまで以上の熱気に包まれていました。 
グラウンドでは、ＰＴＡ、地域団体によるうどんをはじめとする各種販売、遊び

コーナー等が展開され、人々が行列をなして、早々に売り切れも出る盛況ぶりで
した。 
体育館内では、開会行事の後、中関小学校児童の合唱が１年生からはじまり、元

気な歌声が体育館に響き渡り、観客から大きな拍手が起こっていました。 
午前中の後半は、中関保育園、きんこう保育園、きんこう第２保育園の園児たち

の合唱とえんしん幼稚園の塩浜太鼓の演奏がありました。最後に公民館講座・サ
ークルなどの発表がありました。展示会場では、華陽保育園、華陽中学校、華西
中学校、防府総合支援学校、華南園の園児・児童・生徒の作品、公民館講座・サー
クルの作品及び、地域福祉団体の作品の展示が行われ、多くの観覧者でにぎわい
ました。 
ご来場いただいた皆様はもちろんのこと、準備から片付けまでご協力いただい

た地域の方、実行委員の方、たいへんありがとうございました。 

最後の餅まきは熱気も最高潮でした えんしん幼稚園の園児たちと塩浜唄の会のみなさん
による「塩浜太鼓」のコラボレーション演奏 

「令和６年度 中関ふれあい祭り」盛大に開催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性学級 「本との出会い・人との出会い」  １０月１７日 

高齢者教室 「防犯講習会」         ９月２５日 

家庭教育学級 「お金について考えよう」  １０月２日 
８月７日(水) 

学級・教室の活動 

今回は、財務省中国財務局山口財務事
務所の汐﨑様をお招きし、「子育て家族の
お金の話」と銘打って、若いお母さん方
に、ライフプランや教育資金準備のポイ
ント、積み立て投資による資産形成など、
子育てにまつわるお金について話をして
いただきました。 
「お金を使ってなにをしよう」と前向

きに考えることが、とても大事であり、
「自分がどう生きるかを考えることにな
る」と汐﨑さんは話されていました。 
このようなお話を聴くことは、受講したみなさん

の有意義な将来設計につながると思いまし
た。 

 

今回は、鈴木隆子先生から防府市出身の
伊集院静さんを取り上げてお話をしていただきまし
た。 
伊集院さんが亡くなられてちょうど１年。男性

からも女性からも愛され「昭和の無頼作家」の
愛称で呼ばれていた伊集院さんですが、その人
物像、人間像を鈴木先生は、伊集院さんの生
い立ちから青年期にいたるまでの人間形成を顧
みながら、ていねいに語っていかれました。 
先生の話から、伊集院さんの魅力をあらため

て知ることになりました。 
伊集院さんの作品の中には、防府を舞台にし

た作品がいくつかありますが、その昔の故郷の
風景が描かれている部分にふれると、懐かしい
思いが蘇ってきて、つい目頭が熱くなってきまし
た。 

今回は、山口県警生活安全企画課犯罪被害防止アドバ
イザーの方をお招きして、特殊詐欺防止教室を実施しました。 
これだけニュース等で取り上げられていても、何故か詐欺に

引っかかってしまいます。そこで、山本様は、もう一度４つの大
事な事柄に気を付けてもらいたいと話されていました。 
その４つの事柄とは、①キャッシュカードは渡さない。②暗証

番号を教えない。③ＡＴＭでは、お金は払い込まない（還付金
詐欺）。④権威者（警察官・銀行員・市役所職員・弁護士
等）からの指示に注意。この４つです。 
参加された全員が、「他人事ではなく、改めて肝に銘じて注

意しなければ」という感想をもちました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２１日（月）に、令和６年度の高齢者教室社会見学を実施しました。２２
人の参加者でした。 
午前中は、笠戸島の「ひらめきパーク笠戸島」を見学しました。９月中旬、養殖

されていたヒラメの成魚が、猛暑のせいで 6，０００匹死んだというショッキング
なニュースが飛び込んできました。しかし、パークでは他の魚も養殖していて、キ
ジハタやオニオコゼの稚魚は元気に育っていました。 
豊かな海を維持していくために大変な努力をされているのがよくわかりました。 
午後からは、周南市の中心街の一角に位置する酒蔵「はつもみぢ」を訪問しまし

た。 
２００年以上前に酒造りを始められた老舗です。昭和の終わりにいったんは酒造

りをやめられたのですが、今から２０年前に復活され、今では山口県を代表する酒
蔵の一つになっています。 
どのようにしてお酒ができていくのか、その工程をていねいに説明していただ

き、大変勉強になりました。 
 

ひらめきパーク笠戸島 酒蔵はつもみぢ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

歌
音
痴
、
カ
ラ
オ
ケ
嫌
い
の 

私
が
、
田
舎
の
押
し
入
れ
の
中

で
、
母
の
三
味
線
を
見
つ
け
、

な
ぜ
か
処
分
で
き
ず
に
十
年

が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
一
度
音
を
出

し
て
や
り
た
い
、
民
謡
を
奏
で

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
え
て
も
ら
え
る
所

を
探
し
て
い
る
と
、
市
広
報
で

中
関
公
民
館
で
講
座
が
開
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す

ぐ
に
申
し
込
み
、
早
や
三
年
が

経
ち
ま
し
た
。 

 

夢
の
民
謡
は
ま
だ
ま
だ
先
の

話
で
す
。
練
習
は
じ
め
の
音
合

わ
せ
で
は
、
い
ま
だ
に
も
た
も

た
し
て
い
ま
す
し
、
合
奏
で
音

を
狂
わ
す
の
も
私
で
す
。
そ
ん

な
私
に
み
な
さ
ん
や
さ
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

尺
八
・琴
・三
味
線
合
同
で

奏
で
る
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、

美
し
い
音
色
に
感
動
し
ま
す
。

そ
ん
な
演
奏
会
の
た
め
に
も
月

二
回
の
練
習
を
頑
張
って
い
ま

す
。 

サークル活動紹介 

琴・三味線サークル 

書道（小筆・ペン）サークル 
む
か
し
子
ど
も
の
こ
ろ
に
五

年
間
、
我
が
子
二
人
と
八
年

間
、
書
道
教
室
に
通
って
い
ま

し
た
。 

年
齢
を
重
ね
て
き
て
、
残
り

少
な
い
日
々
を
充
実
し
た
時

間
と
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
、

参
加
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
や
さ
し
く
和
気

あ
い
あ
い
と
二
時
間
書
く
こ
と

に
集
中
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
奥
迫
先
生
の
昔
話
が

話
題
豊
富
で
懐
か
し
い
記
憶

が
蘇
り
、
楽
し
い
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
衛

隊
に
通
ず
る
道
を
、
私
た
ち
は

「新
道
路
」
と
言
って
い
ま
し
た

が
、
先
生
は
「
軍
用
道
路
」と
言

って
い
た
と
言
わ
れ
た
時
は
、
時

代
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
、
「ふ
れ
あ
い
祭
り
」へ
の

作
品
作
り
に
頑
張
って
い
ま

す
。 

中関幼稚園、きんこう保育園、きんこう第２保育園の園児のみなさんが元気いっぱいに合唱を披露しました 

いろいろなお手伝いをしてくれた中関小ボランティア

キッズのみなさん 

美味しいうどんを準備していただいた福祉部のみなさ

ん 

中関フラダンスサークルのみなさんが、ハワイ

アンミュージックにのって優雅に舞われました 

日本の秋の歌を代表する「秋桜」をカラオケ

講座のみなさんが情感をこめて歌い上げられ

ました 

極真会館山口支部防府道場の皆さんが気

迫あふれる演武を披露しました 


